
　
地
域
ご
と
に
前
日
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
わ
か
る
地
図
が
日
本
医
師

会（
日
医
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
場

し
た
。
日
医
が
国
立
感
染
症
研
究
所
と

共
同
開
発
し
た
。
感
染
研
の
こ
れ
ま
で

の
発
表
で
は
、
1
週
間
か
ら
10
日
前
の

状
況
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
調
査
方

法
が
違
う
の
で
単
純
比
較
で
き
な
い

が
、
流
行
の
傾
向
を
よ
り
は
や
く
つ
か

め
る
と
期
待
さ
れ
る
。
現
在
、
参
加
医

療
機
関
は
約
６
６
０
施
設
で
試
験
運
用

だ
が
、
1
月
に
も
施
設
数
を
増
や
し
本

格
稼
働
さ
せ
る
考
え
だ
。

　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
は
、
日
医
が
病

院
・
診
療
所
か
ら
病
名
や
検
査
、
薬
が

記
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト（
診
療
報
酬
明
細

書
）の
デ
ー
タ
を
毎
日
自
動
的
に
集
め
、

翌
朝
に
全
国
約
９
０
０
の
地
域
医
師
会

ご
と
の
状
況
を
地
図
に
表
示
す
る
。
日

医
の
石
川
広
己
常
任
理
事
は「
こ
の
ス

ピ
ー
ド
は
画
期
的
。
大
流
行
前
に
注
意

が
で
き
る
」と
話
す
。

http://w
w
w.m
ed.or.jp

…
12
月
20
日
付
朝
日
新
聞

　
が
ん
患
者
の
治
療
費
以
外
に
か
か
る

出
費
は
年
間
で
平
均
約
55
万
円
に
の
ぼ

る
こ
と
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
が
ん
患
者

団
体
支
援
機
構
」な
ど
の
調
査
で
わ
か
っ

た
。
東
京
都
内
で
19
日
に
開
か
れ
た
が

ん
患
者
大
集
会
で
発
表
し
た
。
治
療
時

の
交
通
費
や
宿
泊
費
、
治
療
以
外
の
定

期
検
査
費
な
ど
が
主
な
原
因
と
い
う
。

　
調
査
は
、
が
ん
患
者
や
家
族
を
対
象

に
9
月
か
ら
3
か
月
間
実
施
し
、

６
１
５
人
か
ら
回
答（
回
収
率
約
20
％
）

が
あ
っ
た
。�

…
12
月
20
日
付
毎
日
新
聞

　
厚
生
労
働
省
は
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
代
わ
る
新
制
度
の
改

革
関
連
法
案
に
つ
い
て
、
来
年
の
通
常

国
会
へ
の
提
出
を
見
送
る
方
向
で
検
討

に
入
っ
た
。
高
齢
者
ら
の
負
担
増
を
盛

り
込
ん
だ
同
省
の
改
革
案
に
、
民
主
党

内
に
来
春
の
統
一
地
方
選
へ
の
影
響
を

懸
念
す
る
声
が
出
て
い
る
ほ
か
、
野
党

の
反
発
も
強
く
成
立
の
見
通
し
が
立
た

な
い
た
め
だ
。
同
省
は
新
制
度
を

２
０
１
３
年
3
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

意
向
だ
っ
た
が
、
最
短
で
も
1
年
程
度

ず
れ
込
む
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

…
12
月
17
日
付
毎
日
新
聞

　
政
府
は
、
長
期
入
院
を
伴
う
医
療
目

的
で
日
本
に
入
国
・
滞
在
す
る
外
国
人

患
者
と
、
そ
の
付
添
人
の
た
め
の「
医

療
滞
在
査
証（
ビ
ザ
）」を
創
設
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

　
法
務
省
が
17
日
付
の
官
報
で
、
在
留

資
格
の
変
更
を
示
し
た
。
医
療
滞
在
ビ

ザ
で
の
在
留
期
間
は
6
か
月
と
し
、
施

行
は
２
０
１
１
年
1
月
1
日
。

　
医
療
目
的
で
入
国
す
る
外
国
人
は
現

在
、
短
期
査
証
で
入
国
す
る
の
が
通
例

で
、
在
留
期
間
は
90
日
だ
っ
た
。
し
か

し
、
長
期
の
リ
ハ
ビ
リ
を
伴
う
治
療
な

ど
も
含
め
、
日
本
の
高
度
先
進
医
療
を

受
け
た
い
と
い
う
希
望
は
多
く
、「
日

本
の
医
療
の
強
み
を
生
か
し
た
国
際
医

療
の
交
流
に
も
つ
な
が
る
」（
法
務
省
）

と
し
て
、
医
療
滞
在
に
特
化
し
た
ビ
ザ

を
新
設
し
た
。�

…
12
月
17
日
付
読
売
新
聞

　

独
立
行
政
法
人
・
製
品
評
価
技
術
基

盤
機
構
に
よ
る
と
、
低
温
や
け
ど
に
関

す
る
製
品
事
故
情
報
が
、
こ
こ
数
年
増

加
傾
向
に
あ
る
。
ゆ
た
ん
ぽ
や
電
気
あ

ん
か
は
、
タ
オ
ル
や
専
用
カ
バ
ー
で
包

ん
で
も
、
低
温
や
け
ど
す
る
恐
れ
が
あ

り
、
同
機
構
は「
就
寝
前
に
布
団
に
入

れ
て
温
め
、
寝
る
と
き
は
布
団
か
ら
出

し
た
り
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
」と
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
低
温
や
け
ど
は
、
熱
い
と
い
う
自
覚

が
な
い
ま
ま
長
時
間
接
触
す
る
た
め
、

皮
膚
の
深
部
ま
で
損
傷
す
る
こ
と
が
多

く
、
あ
ま
り
痛
み
を
伴
わ
な
い
こ
と
が

多
い
。
こ
の
た
め
、
軽
傷
と
思
い
が
ち

で
早
期
に
受
診
す
る
人
は
少
な
い
と
い

う
。

　

伊
藤
正
俊
・
東
邦
大
名
誉
教
授（
皮

膚
科
学
）は「
熱
源
と
の
接
触
時
間
だ

け
で
な
く
、
圧
迫
し
て
い
る
か
ど
う
か

も
関
係
す
る
」と
指
摘
す
る
。
通
常
は

低
温
の
熱
源
に
触
れ
て
も
、
皮
膚
の
血

流
に
よ
っ
て
熱
が
放
散
さ
れ
る
。
し
か

し
、
圧
迫
さ
れ
て
接
触
部
分
の
血
流
が

悪
く
な
る
と
熱
が
こ
も
り
、
蓄
積
さ
れ

た
熱
で
低
温
や
け
ど
に
な
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
東
京
女
子
医
大
東
医
療
セ
ン

タ
ー
の
井
砂
司
准
教
授（
形
成
外
科
）

は
、「
糖
尿
病
の
末
梢
神
経
障
害
や
下

肢
の
血
行
障
害
の
あ
る
人
は
、
健
康
な

人
よ
り
低
温
や
け
ど
を
し
や
す
い
の

で
、
と
く
に
注
意
し
て
ほ
し
い
」と
指

摘
し
て
い
る
。�

…
12
月
17
日
付
毎
日
新
聞

　

東
京
都
港
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
11

月
、
一
人
暮
ら
し
の
女
性
が
自
宅
の
ト

イ
レ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。
ト
イ
レ
前

の
廊
下
に
立
て
か
け
た「
こ
た
つ
セ
ッ

ト
」の
段
ボ
ー
ル
箱
が
倒
れ
、
ド
ア
と

壁
の
間
に
ぴ
っ
た
り
は
ま
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。
叫
ん
で
助
け
を
求
め
て
も
扉

を
た
た
い
て
も
気
づ
く
人
は
な
く
、
入

院
中
の
母
の
病
院
か
ら
の
連
絡
が
き
っ

か
け
で
8
日
目
に
救
出
さ
れ
た
が
、
母

親
の
容
体
は
そ
の
直
後
に
急
変
し
、
同

日
午
後
に
亡
く
な
っ
た
。

　
危
機
管
理
教
育
研
究
所
代
表
の
国
崎

信
江
さ
ん
は「
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
一

人
暮
ら
し
の
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
」

イ
ン
フ
ル
流
行
マ
ッ
プ

「
前
日
の
状
況
」
一
目
で

が
ん
患
者

治
療
外
の
出
費
年
55
万
円

新
高
齢
者
医
療
制
度

1
年
遅
れ
も

通
常
国
会
法
案
見
送
り
へ

長
期
医
療
ビ
ザ
創
設
へ

在
留
期
間
6
か
月

低
温
や
け
ど

ゆ
た
ん
ぽ
で
も

長
時
間
接
触
は
危
険

1
人
暮
ら
し

自
宅
ト
イ
レ
に
8
日
間
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と
注
意
を
呼
び
か
け
る
。

…
12
月
16
日
付
朝
日
新
聞

　
た
ん
の
吸
引
な
ど
介
護
職
員
が
行
な

う
医
療
行
為
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省

は
、法
律
で
容
認
す
る
処
置
の
範
囲
や
、

対
象
と
な
る
介
護
施
設
の
条
件
な
ど
を

決
め
た
。

　
13
日
に
開
か
れ
る
厚
労
省
の
有
識
者

検
討
会
の
中
間
報
告
を
受
け
、
来
年
の

通
常
国
会
に
関
連
法
案
を
提
出
、

２
０
１
２
年
度
の
実
施
を
目
指
す
。

　
厚
労
省
は
こ
れ
ま
で
、
通
知
で
例
外

的
に
介
護
職
員
ら
に
一
部
の
医
療
行
為

を
認
め
て
い
た
が
、
7
月
に
検
討
会
を

設
置
、法
制
化
の
準
備
を
進
め
て
き
た
。

法
律
で
認
め
る
の
は
、
口
腔
内
や
鼻
腔

内
な
ど
の
た
ん
の
吸
引
と
、
胃
な
ど
に

流
動
食
を
送
る
経
管
栄
養
に
関
す
る
処

置
。
こ
う
し
た
医
療
行
為
を
、「
社
会

福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」で
、
介

護
の
専
門
職
で
あ
る
介
護
福
祉
士
の
業

務
に
位
置
づ
け
、
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
加
え
る
。�

…
12
月
13
日
付
読
売
新
聞

　
２
０
１
１
年
に
看
護
師
や
助
産
師
な

ど
の
看
護
職
員
は
、
約
１
４
０
万
人
必

要
に
な
る
の
に
対
し
、
5
万
６
０
０
０

人
が
不
足
す
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
が

9
日
、
厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
で
わ

か
っ
た
。

　
看
護
職
員
の
今
後
5
年
間
の
必
要
数

に
つ
い
て
話
し
合
う
同
省
の
検
討
会
で

示
さ
れ
た
。
厚
労
省
で
は
、
勤
務
環
境

の
改
善
に
よ
る
離
職
防
止
や
、
資
格
を

も
ち
な
が
ら
働
い
て
い
な
い「
潜
在
看

護
師
」の
就
業
促
進
策
に
力
を
入
れ
る
。

　
施
設
別
に
み
る
と
、
5
年
間
で
看
護

職
員
の
需
要
が
最
も
増
え
る
の
は
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
伸
び
率
は

16
・
9
％
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
介
護
保
険
関
連
施
設
は
7・4
％
、

病
院
は
7
・
3
％
。…

12
月
10
日
付
読
売
新
聞

　
社
会
福
祉
法
人「
虹
の
会
」（
大
分
市
）

は
、運
営
す
る
二
つ
の
老
人
ホ
ー
ム（
同

市
横
尾
）に
、
入
園
者
の
就
寝
中
の
異

常
を
知
ら
せ
る「
み
ま
も
り
支
援
シ
ス

テ
ム
」を
今
月
か
ら
導
入
し
た
。

　
職
員
の
定
期
巡
回
の
合
間
に
起
き
る

突
発
的
な
発
作
や
事
故
も
す
ば
や
く
察

知
で
き
る
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
の
エ
イ
ビ
ス

（
同
市
）が
開
発
。
別
の
研
究
所
エ
ム
・

ア
イ
・
ラ
ボ（
東
京
都
）
が
特
許
を
持

つ
直
径
約
2
セ
ン
チ
の
円
形
セ
ン
サ
ー

2
つ
を
ベ
ッ
ド
の
フ
レ
ー
ム
に
取
り
付

け
、
ベ
ッ
ド
の
振
動
を
分
析
し
、
離
床

だ
け
で
な
く
、
け
い
れ
ん
な
ど
の
異
常

も
察
知
し
て
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
回
線

を
通
し
て
職
員
室
の
モ
ニ
タ
ー
に
表
示

す
る
仕
組
み
。

　
エ
イ
ビ
ス
の
吉
武
俊
一
社
長
が
、
父

親
の
介
護
に
苦
心
し
た
経
験
を
も
と
に

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、
虹
の
会
の
古
畑
憲
治
理
事
長

が
知
っ
て
実
用
化
に
賛
同
、
２
０
０
９

年
6
月
か
ら
約
1
年
半
、
両
施
設
で
臨

床
実
験
を
行
な
っ
て
導
入
に
こ
ぎ
着

け
、
約
２
５
０
０
万
円
を
か
け
て

１
１
３
床
に
設
置
し
た
。

　
導
入
後
、
寝
返
り
な
ど
で
誤
作
動
す

る
場
合
も
あ
る
が
、
足
の
不
自
由
な
入

園
者
が
起
き
出
し
た
と
き
、
す
ば
や
く

対
応
で
き
る
な
ど
役
立
っ
て
い
る
。

　

同
園
職
員
の
森
尾
高
樹
さ
ん
は

「
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
容
易
に
押
せ
な
い

方
も
多
い
。
さ
さ
い
な
動
作
で
も
把
握

で
き
、
安
心
で
き
る
と
職
員
内
で
も
好

評
」。
古
畑
理
事
長
は「
介
護
は
人
の

手
が
基
本
だ
が
、
夜
間
30
分
毎
の
見
回

り
を
補
完
す
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
」

と
喜
ぶ
。�

…
12
月
10
日
付
読
売
新
聞

　
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
多
機
能
型
の

情
報
端
末
を
、
医
療
現
場
で
活
用
す
る

動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
医
療
機
器
の

点
検
状
況
を
確
認
し
た
り
、
患
者
へ
の

説
明
に
利
用
し
た
り
、
持
ち
運
び
が
し

や
す
く
、
従
来
よ
り
も
安
い
コ
ス
ト
で

導
入
で
き
る
点
な
ど
が
人
気
を
集
め
て

い
る
よ
う
だ
。

　

三
木
市
民
病
院（
兵
庫
県
三
木
市
）

は
11
月
か
ら
、
ア
ッ
プ
ル
の
情
報
端
末

「iPad

」
や「iPod touch

」
で
、
院

内
の
医
療
機
器
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

を
県
内
で
初
め
て
取
り
入
れ
た
。

　
同
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
パ
ソ
コ
ン

の
表
計
算
ソ
フ
ト
で
機
器
の
台
帳
を
作

成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
検
時
期
や
不
具

合
の
情
報
を
入
力
し
て
い
た
。し
か
し
、

約
１
０
０
０
台
の
機
器
の
情
報
を
1
台

の
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
す
る
に
は
、
多
く

の
時
間
や
手
間
が
か
か
る
こ
と
や
、
生

命
維
持
装
置
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
入
力

ミ
ス
が
許
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ

こ
で
、
神
戸
市
内
の
医
療
機
器
販
売
会

社
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
同
病
院
に
よ
る
と
、
機
器
を
管
理
す

る
臨
床
工
学
技
士
や
看
護
師
が
、
病
棟

ご
と
に
1
台
ず
つ
置
か
れ
たiPad

な

ど
を
持
ち
、
各
機
器
に
取
り
付
け
ら
れ

た
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、
点
検

や
不
具
合
に
関
す
る
情
報
を
確
認
し
た

り
、
入
力
し
た
り
し
て
い
る
。

　
入
力
し
た
情
報
は
院
内
の
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
を
通
じ
て
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
送
ら
れ
、
も
し
、
機
器
に
不
具

合
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
手
元
の
画

面
か
ら
修
理
依
頼
も
で
き
る
。「
持
ち

運
び
し
や
す
く
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
入

力
も
し
や
す
い
」と
職
員
に
も
好
評
と

い
う
。

　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
コ
ス
ト
も
、
専
用

の
端
末
を
開
発
し
た
他
社
の
シ
ス
テ
ム

の
5
分
の
1
ほ
ど
で
済
む
。
同
病
院
と

3
年
後
に
統
合
予
定
の
小
野
市
民
病
院

（
小
野
市
）
に
も
導
入
予
定
。
藪
本
耕

一
事
務
部
長
は「
命
を
守
る
現
場
で
、

適
切
な
機
器
管
理
は
不
可
欠
。
効
率
的

で
、
確
実
に
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
導

入
で
、
よ
り
安
全
な
医
療
を
提
供
で
き

る
」と
話
し
て
い
る
。

　
県
内
で
は
こ
の
ほ
か
、
神
戸
大
医
学

部
附
属
病
院（
神
戸
市
中
央
区
）が
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
な
ど
の
画
像
を

iPad

に
表
示
し
て
患
者
へ
の
説
明
や
、

若
手
の
医
師
ら
の
研
修
教
育
用
に
使
っ

て
い
る
。

　
全
国
的
に
は
、
往
診
す
る
医
師
が
、

勤
務
先
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
接
続
し
て
過

去
の
診
療
記
録
を
見
た
り
、
写
真
を

撮
っ
て
送
っ
た
り
し
て
い
る
事
例
な
ど

も
あ
る
。
3
日
に
は
、
国
内
メ
ー
カ
ー

初
の
本
格
的
な
情
報
端
末
の
予
約
受
け

付
け
が
始
ま
る
な
ど
、
各
メ
ー
カ
ー
が

新
機
種
の
開
発
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
活
用
方
法
は
さ
ら
に

広
が
り
そ
う
だ
。…

12
月
6
日
付
読
売
新
聞

　
栃
木
、
群
馬
、
茨
城
の
北
関
東
3
県

が
来
春
に
も
、
県
境
を
超
え
た
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
広
域
連
携
運
用
を
始
め

る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
持
つ
3
県
が
助

け
合
う
の
は
全
国
初
で
、
自
県
で
出
動

要
請
が
重
な
っ
た
場
合
、
隣
県
に
応
援

を
求
め
ら
れ
る
。
関
西
で
も
連
携
運
用

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
空
の
救
急
医
療

た
ん
吸
引
な
ど

介
護
職
員
の
医
療
行
為

規
定
決
め
る

看
護
職
員

5
万
６
０
０
０
人
不
足

ベ
ッ
ド
の
振
動
で

異
常
察
知

老
人
ホ
ー
ム
で

見
守
り
シ
ス
テ
ム
導
入

情
報
端
末

医
療
現
場
で
活
躍

3
県
連
携
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
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の
広
域
化
が
全
国
的
に
広
ま
り
そ
う
だ
。

　

3
県
は
、「
基
地
病
院
か
ら
半
径
50

キ
ロ
以
内
」を
目
安
に
相
互
支
援
を
行

な
う
。
栃
木
県
医
事
厚
生
課
で
は「
ヘ

リ
の
出
動
要
請
は
次
第
に
増
え
て
い

る
。
3
県
が
効
果
的
に
連
携
し
、
救
命

率
を
さ
ら
に
高
め
ら
れ
れ
ば
」と
期
待

す
る
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
現
在
19
道
府
県
で
計
23
機
を
運

航
し
て
い
る
。
大
阪
、
兵
庫
な
ど
7
府

県
で
つ
く
る
広
域
行
政
組
織「
関
西
広

域
連
合
」も
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
広
域

連
携
運
用
を
検
討
し
て
い
る
。

…
12
月
6
日
付
読
売
新
聞

　
通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
車
で
患
者

を
搬
送
、
医
療
機
関
に
収
容
す
る
ま
で

に
か
か
っ
た
時
間
は
、
09
年
の
都
道
府

県
別
平
均
で
、
東
京
が
51
・
8
分
と
最

も
長
く
、
最
短
の
福
岡
よ
り
24
・
2
分

も
遅
い
こ
と
が
3
日
、
総
務
省
消
防
庁

の
救
急
統
計
で
分
か
っ
た
。
鳥
取
、
沖

縄
両
県
を
除
く
45
都
道
府
県
で
前
年
よ

り
遅
く
な
っ
た
。

　

全
国
平
均
は
前
年
よ
り
1
・
1
分
遅

い
36
・
1
分
。
消
防
庁
は「
救
急
出
動

件
数
の
増
加
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」と
し
て
い
る
。
東
京
に
つ
い

て
は「
人
口
1
万
人
当
た
り
の
出
動
件

数
が
多
い
の
に
加
え
、
交
通
事
情
の
悪

さ
や
搬
送
先
病
院
の
選
定
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
っ

た
可
能
性
が
あ
る
」と
み
て
い
る
。

　
人
口
1
万
人
あ
た
り
の
救
急
出
動
件

数
は
大
阪
５
４
３
件
、東
京
５
２
８
件
、

高
知
４
４
４
件
の
順
に
多
く
、
福
井
の

２
８
７
件
が
最
少
。
全
国
の
搬
送
人
員

の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
ほ
ぼ
半

数
を
占
め
た
。�

…
12
月
6
日
付
共
同
通
信

　
国
土
交
通
、
厚
生
労
働
両
省
は
、
現

行
の
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
と
有
料
老

人
ホ
ー
ム
を
再
編
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
面
で
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
」（
仮
称
）

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
団
塊
世
代
の
高
齢
化
を
に
ら
み
、
高

齢
者
向
け
住
宅
を
大
幅
に
増
や
す
の
が

目
的
。
来
年
の
通
常
国
会
に
関
連
法
の

改
正
案
を
提
出
す
る
方
針
だ
。

　
両
省
の
案
で
は
、新
住
宅
の
基
準
は
、

①
居
室
面
積
が
原
則
25
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
、
②
段
差
を
取
り
除
く
バ
リ
ア
フ

リ
ー
設
計
、
③
見
守
り
職
員
が
常
駐
な

ど
。
こ
れ
ら
を
満
た
す
住
宅
に
、
国
が

建
設
費（
10
分
の
1
、
1
戸
あ
た
り

１
０
０
万
円
が
上
限
）や
改
修
費（
3

分
の
1
、
同
）を
補
助
す
る
。
事
業
者

に
よ
る
都
道
府
県
へ
の
物
件
登
録
は
、

早
け
れ
ば
来
年
度
中
に
始
ま
る
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
含
ま
れ
な

い
た
め
、
介
護
が
必
要
な
入
居
者
は
外

部
の
事
業
者
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な

る
。�

…
12
月
5
日
付
読
売
新
聞

　
心
臓
手
術
後
の
複
数
の
死
亡
事
故
や

生
体
肝
移
植
で
の
早
期
死
亡
例
多
発
な

ど
の
問
題
が
続
い
た
東
京
医
科
大
学
を

め
ぐ
り
、
同
大
関
連
の
医
療
施
設
で
亡

く
な
っ
た
患
者
10
人
の
遺
族
が「
東
京

医
大
被
害
者
遺
族
ネ
ッ
ト
」を
発
足
さ

せ
た
。

　
遺
族
が
連
携
し
て
大
学
側
に
医
療
安

全
に
関
し
て
提
言
し
よ
う
と
の
試
み

で
、
5
日
、
都
内
で
開
か
れ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
発
足
を
報
告
す
る
。
大
学
側

も
、
提
案
を
病
院
運
営
な
ど
に
生
か
し

た
い
と
し
て
い
る
。

…
12
月
4
日
付
読
売
新
聞

　
高
度
な
知
識
や
技
術
を
備
え
た
看
護

師
を
育
て
る
た
め
、
東
北
文
化
学
園
大

（
宮
城
県
仙
台
市
）
が
来
春
、
新
た
な

大
学
院
の
課
程
を
開
設
す
る
。
医
師
だ

け
で
な
く
、
看
護
師
に
も
一
定
の
診
断

や
治
療
を
担
わ
せ
よ
う
と
い
う
厚
生
労

働
省
の
方
針
を
受
け
た
。
将
来
は
医
師

が
足
り
な
い
地
域
で
の
活
躍
も
期
待

し
、
人
材
育
成
に
取
り
組
む
と
い
う
。

　

米
国
な
ど
で
は
自
分
で
診
断
・
治
療

が
で
き
る「
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
（
Ｎ
Ｐ
）」
と
い
う
看
護
師
の
資

格
が
あ
る
。
同
大
は
こ
れ
に
な
ら
い
、

大
学
院
修
士
課
程
・
健
康
福
祉
専
攻
の

中
に「
Ｎ
Ｐ
養
成
分
野
」を
つ
く
る
。

受
験
で
き
る
の
は
5
年
以
上
の
臨
床
経

験
が
あ
る
看
護
師
で
、
定
員
は
8
人
程

度
。

　
新
た
な
課
程
は
2
年
間
で
、
医
師
の

資
格
を
も
つ
同
大
教
員
の
講
義
を
受

け
、
東
北
大
病
院
や
東
北
厚
生
年
金
病

院
な
ど
市
内
5
病
院
で
外
科
、
麻
酔
科

な
ど
の
実
習
を
す
る
。「
初
期
研
修
医
」

に
並
ぶ
医
学
の
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
る
の
が
目
標
だ
。

…
12
月
3
日
付
朝
日
新
聞

　
日
本
で
歯
科
医
師
や
看
護
師
の
国
家

資
格
を
持
つ
外
国
人
の
就
労
年
数
な
ど

の
制
限
が
30
日
、
撤
廃
さ
れ
た
。
法
務

省
が
省
令
改
正
で
、「
医
療
」の
在
留
資

格
で
入
国
し
た
人
の
活
動
制
限
を
緩
和

し
、
同
日
に
施
行
し
た
。
都
市
部
で
の

外
国
人
歯
科
医
師
の
開
業
や
、
研
修
目

的
以
外
で
の
看
護
師
の
病
院
勤
務
が
可

能
に
な
る
。

　
医
師
は
２
０
０
６
年
に
同
様
の
制
限

が
撤
廃
さ
れ
た
が
、
法
務
省
入
国
管
理

局
に
よ
る
と
、
医
師
や
歯
科
医
師
、
看

護
師
を
含
む「
医
療
」資
格
で
の
在
留

者
は
昨
年
末
で
２
２
０
人
。
外
国
人
登

録
者
全
体（
約
２
１
９
万
人
）の
わ
ず

か
0
・
01
％
に
と
ど
ま
る
。
今
回
の
制

限
撤
廃
で
、
海
外
か
ら「
閉
鎖
的
」と

批
判
も
あ
る
医
療
現
場
の
国
際
化
が
進

み
そ
う
だ
。�

…
12
月
1
日
付
朝
日
新
聞

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
防
止

に
一
役
買
お
う
と
、
静
岡
県
タ
ク
シ
ー

協
会
は
、
自
動
車
の
運
転
免
許
証
を
返

納
し
た
高
齢
者
ら
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
場
合
、
料
金
を
1
割
引
き
す
る
制

度
を
導
入
す
る
方
向
で
調
整
を
進
め
て

い
る
。
来
年
度
中
の
ス
タ
ー
ト
が
目
標

だ
。
高
齢
者
に
免
許
返
納
を
呼
び
か
け

て
い
る
県
警
は
、
返
納
後
の「
新
た
な

足
」と
し
て
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
同
協
会
に
よ
る
と
、
割
引
制
度
に
参

加
を
予
定
し
て
い
る
の
は
、
会
員

１
２
１
社（
５
３
８
７
台
）。
こ
の
制

度
は
、
免
許
証
を
返
納
し
た
際
に
県
公

安
委
員
会
が
発
行
す
る「
運
転
経
歴
証

明
書
」を
、
タ
ク
シ
ー
利
用
時
に
提
示

す
る
と
割
引
す
る
仕
組
み
。

…
11
月
29
日
付
読
売
新
聞

　

経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）に
基
づ

き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
介
護
福
祉
士
候
補
者
と
看
護
師
候
補

者
を
受
け
入
れ
る
事
業
で
、
来
年
度
に

受
け
入
れ
を
希
望
す
る
介
護
施
設
や
病

院
が
減
少
、求
人
数
が
計
１
７
７
人
と
、

今
年
度
の
求
人（
最
終
）の
半
分
に
と

搬
送
に
最
大
24
分
の

地
域
差

２
０
０
９
年
救
急
統
計

新「
高
齢
者
住
宅
」創
設
へ

東
京
医
大

「
遺
族
ネ
ッ
ト
」発
足

医
療
の
安
全
を
提
言

「
高
度
な
」看
護
師
育
成

東
北
文
化
学
園
大
大
学
院

に
新
課
程

外
国
人
歯
科
医
や
看
護
師

就
労
年
数
の
制
限
撤
廃

免
許
返
納
の
高
齢
者

タ
ク
シ
ー
1
割
引〈
静
岡
〉

外
国
人
介
護
士
の

求
人
半
減

不
況
で
日
本
人
雇
用
拡
大
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ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
27
日
、
分
か
っ

た
。
わ
ず
か
2
年
で
3
割
に
落
ち
込
ん

だ
こ
と
に
な
る
。

　
減
少
理
由
に
つ
い
て
、同
事
業
団
は
、

雇
用
情
勢
が
厳
し
い
な
か
、
と
く
に
介

護
現
場
で
は
日
本
人
の
雇
用
が
拡
大
し

て
い
る
こ
と
や
、
日
本
語
能
力
が
不
十

分
な
候
補
者
へ
の
日
本
語
研
修
な
ど

で
、
人
的
、
経
済
的
に
負
担
感
が
大
き

い
こ
と
を
挙
げ
る
。

　
ま
た
、
介
護
福
祉
士
、
看
護
師
候
補

者
と
も
に
、
日
本
の
国
家
試
験
に
合
格

し
な
け
れ
ば
、
日
本
で
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
が
、
合
格
率
は
低
く
、

「
合
格
の
見
通
し
が
立
た
な
い
な
か
で

は
、
求
人
が
減
る
の
も
仕
方
が
な
い
。

制
度
的
に
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
お
り
、

滞
在
期
間
の
延
長
な
ど
根
本
的
な
見
直

し
が
必
要
だ
」（
東
北
地
方
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
）と
の
指
摘
も

あ
る
。�

…
11
月
27
日
付
読
売
新
聞

　
「
介
護
の
仕
事
」
の
魅
力
を
紹
介
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
求
人
サ
イ
ト
が

相
次
い
で
登
場
し
て
い
る
。
人
気
漫
画

と
提
携
し
た
り
、
現
場
で
働
く
人
の
声

を
紹
介
し
た
り
、
若
い
世
代
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
手
法
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
社
は
、
今
月
中
旬
か
ら

「H
ELP M

AN
! JAPAN

」と
銘
打
っ

た
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。
介
護
の
現
場

で
奮
闘
す
る
若
者
た
ち
を
描
い
た
人
気

漫
画﹃
ヘ
ル
プ
マ
ン
！
﹄（
講
談
社
）と

提
携
し
、
作
品
の
第
1
巻
を
丸
ご
と
無

料
公
開
し
て
い
る
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
を
運
営
す
る
大
手
事
業
者
の
社
長

や﹃
ヘ
ル
プ
マ
ン
！
﹄作
者
の
く
さ
か

里
樹
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
掲

載
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
興
味
を
も
っ
た

人
は
、
介
護
関
連
の
求
人
ペ
ー
ジ
に
進

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
介
護
現
場
で
働
く
人
た

ち
の
声
も
紹
介
す
る
。
12
月
下
旬
か
ら

は
第
2
巻
の
公
開
も
始
め
る
予
定
。

　
一
方
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
す
る「
福
祉
の
お
仕
事　
ス
タ
ー
ト
」

は
、
介
護
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
関
連

の
仕
事
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い

る
。
全
社
協
に
よ
る
と
、
昨
年
3
月
の

開
始
以
来
、
1
年
間
で
約
50
万
件
の
ア

ク
セ
ス
が
あ
っ
た
と
い
う
。

◦「H
ELP M

AN
! JAPAN

」

https://job.rikunabi.
com
/2012/m

edia/them
e/

helpm
an/

◦「
福
祉
の
お
仕
事　
ス
タ
ー
ト
」

http://w
w
w.shakyo.or.jp/

fukushi—start/…
11
月
27
日
付
読
売
新
聞

　

厚
生
労
働
相
の
諮
問
機
関
・
社
会
保

障
審
議
会
の
介
護
保
険
部
会
は
25
日
、

平
成
24
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
改

革
に
関
し
、
高
所
得
者
の
利
用
料
を
1

割
か
ら
2
割
に
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
を
大
筋
合
意
し

た
。
た
だ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）作
成
費
の
自
己
負
担
化
も

両
論
併
記
と
す
る
な
ど
反
対
論
に
も
配

慮
し
、
負
担
増
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
色

濃
い
内
容
と
な
っ
た
。
政
府
は
報
告
書

を
踏
ま
え
、
関
連
法
案
を
来
年
の
通
常

国
会
に
提
出
す
る
。

　
厚
労
省
の
試
算
で
は
少
子
高
齢
化
に

伴
う
自
然
増
や
サ
ー
ビ
ス
充
実
な
ど
で

介
護
保
険
料
が
５
２
０
０
円
以
上
に
な

る（
現
行
平
均
月
額
４
１
６
０
円
）。

厚
労
省
が
19
日
に
示
し
た
原
案
で
は
最

大
３
５
５
円
の
保
険
料
抑
制
を
図
る
た

め
、
負
担
増
を
伴
う
財
源
確
保
策
を
提

示
し
て
い
た
。
介
護
保
険
部
会
が
ま
と

め
た
報
告
書
で
も「
保
険
料
の
伸
び
を

で
き
る
か
ぎ
り
抑
制
」す
る
方
針
を
明

記
し
た
。

　
軽
度
者
の
自
己
負
担
を
2
割
に
引
き

上
げ
る
こ
と
や
、
被
保
険
者
範
囲
の
40

歳
未
満
へ
の
拡
大
、
現
役
世
代
の
保
険

料
を
所
得
に
応
じ
て
算
定
す
る
総
報
酬

割
の
導
入
も
両
論
併
記
に
と
ど
め
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
中
学
校
区
を
基

本
と
す
る
地
域
で
介
護
・
医
療
な
ど
を

確
保
す
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
実
現
を
図
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
。�

…
11
月
26
日
付
産
経
新
聞

　
下
痢
や
嘔
吐
を
繰
り
返
す
感
染
性
胃

腸
炎
の
患
者
が
急
増
し
、
流
行
期
を
迎

え
た
こ
と
が
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の

調
査
で
わ
か
っ
た
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が

主
な
原
因
と
み
て
、
手
洗
い
な
ど
の
徹

底
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
全
国
約
３
０
０
０
の
小
児
科
か
ら
報

告
さ
れ
た
感
染
性
胃
腸
炎
の
患
者
数

（
今
月
8
～
14
日
）
は
、
1
医
療
機
関

当
た
り
7
・
7
人
。
前
週
の
5
・
31
人

か
ら
約
1
・
5
倍
に
増
え
、
4
週
連
続

の
増
加
と
な
っ
た
。
昨
年
同
時
期
の
3

倍
以
上
で
、
過
去
10
年
で
は
大
流
行
し

た
２
０
０
６
年
に
次
い
で
多
い
。
患
者

は
、
7
歳
以
下
が
7
以
上
を
占
め
て
い

る
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
例
年
12
月
に
感
染

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
同
研
究
所
感
染

症
情
報
セ
ン
タ
ー
の
安
井
良
則
主
任
研

究
官
に
よ
る
と
、
感
染
予
防
で
最
も
重

要
な
の
は
、
せ
っ
け
ん
に
よ
る
手
洗
い

だ
と
い
う
。「
吐
い
た
物
や
下
痢
便
に

は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
、
子
ど

も
の
間
で
簡
単
に
感
染
が
広
が
る
。
症

状
が
出
た
ら
保
育
園
や
学
校
を
休
ん
で

ほ
し
い
」と
話
し
て
い
る
。

…
11
月
25
日
付
読
売
新
聞

　
入
浴
中
の
体
調
急
変
で
救
急
搬
送
さ

れ
た
人
の
8
割
が
60
歳
以
上
で
、
11
～

2
月
に
半
数
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
、
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
と
日

本
救
急
医
学
会
の
全
国
調
査
で
わ
か
っ

た
。
搬
送
時
で
半
数
は
心
肺
停
止
状
態

だ
っ
た
。

　
調
査
は
昨
年
、
全
国
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
２
１
２
か
所
を
対
象
に
実
施

し
、
08
年
中
の
搬
送
例
を
分
析
。
40
か

所
が
回
答
し
、
年
齢
が
わ
か
っ
た
入
浴

関
連
の
搬
送
者
数
は
７
８
２
人
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
搬
送
時
に
心
肺
停

止
状
態
だ
っ
た
の
は
３
９
１
人
で
、
最

終
的
に
３
７
４
人
が
亡
く
な
っ
た
。
年

齢
別
で
は
搬
送
さ
れ
た
人
の
79
％
を
占

め
る
６
１
４
人
、
心
肺
停
止
状
態
だ
っ

た
人
の
87
％
の
３
３
９
人
が
60
歳
以
上

だ
っ
た
。
最
多
は
1
月
の
１
３
４
人
。

11
～
2
月
で
４
４
４
人
を
記
録
し
た
。

　
死
亡
時
の
診
断
は
、
溺
死
65
人
、
不

整
脈
19
人
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患

が
65
人
、
く
も
膜
下
出
血
が
17
人
と
続

い
た
。
溺
死
に
至
っ
た
理
由
に
脳
貧
血

も
か
か
わ
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
の
推
計

で
は
、
入
浴
関
連
の
事
故
で
亡
く
な
る

人
は
年
間
約
1
万
４
０
０
０
人
。
同
学

会
の
猪
熊
茂
子
理
事
長
は「
入
浴
時
の

事
故
の
多
く
は
防
止
で
き
る
が
、
取
り

組
み
が
遅
れ
て
い
る
。
原
因
解
明
の
体

制
も
整
え
る
べ
き
だ
」と
訴
え
る
。

…
11
月
20
日
付
毎
日
新
聞

介
護
の
魅
力　

求
人
サ
イ
ト
が
発
信

人
気
漫
画
と
提
携
も

介
護
保
険
の
自
己
負
担
増

ケ
ア
プ
ラ
ン
両
論
併
記

感
染
性
胃
腸
炎

昨
年
の
3
倍

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
猛
威

救
急
搬
送

半
数
が
11
～
2
月

冬
の
お
風
呂
は
ご
用
心
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